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専修学校教育の࣯ฯৄ・޴৏を਒ΌるͪΌにචགྷな教৮ҽ
研修ϕϫήϧϞ֋൅ۂࣆʤ2021೧ౕʥ

ඉ೟எ೵ྙの؏఼͖Δਕࡒ଀の
અఈΝ਒ΌΖͪΌのϛ΢ϱφͳͺ
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दۂ઴の͕͏ب
研修でͺ、૔๏޴੓を୴ฯするͪΌにοϡットؽ能
を用いΉす。

ҐԾのQ R αʖχで、L i v e Q にΠέιηくͫ͠い。

Q R αʖχహΕ෉͜
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̏時間目

非認知能力の観点からਕࡒ଀の
અఈを਒ΌるͪΌのϛ΢ϱトとͺ
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目の構成ؔ࣎̏

̏．ͺͣΌに

２．本日の目的・目標・構成

̑．非認知能力の観点で専門学校教育の「強み」を明確にし
ていく

̒．教育րવに非認知能力の観点を活かしていく

̓．ऀճ的඲Ճの޴৏に非認知能力の観点を活かしていく
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̏ɿͺͣΌͶ
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̏．ͺͣΌに

Ͷͯ͏ͱۂࣆरϕϫήϧϞ֋൅ݜ
〇ช෨Ռָ঴җ୙ۂࣆ
ྫ࿪3 ೧ౕ「৮ࣰۂભ専門՟ఖ౵を通ͣͪ専修学校
の࣯ฯৄ・޴৏のਬ਒」

〇֕ۂࣆགྷ
「専修学校教ҽの࣯ฯৄ・޴৏を਒ΌるͪΌに

චགྷな教৮ҽ研修ϕϫήϧϞ֋൅ۂࣆ」

〇ۂࣆकର
સࠅ専門学校教育研ڂճ
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̏．ͺͣΌに

ղ়ހࣙࢥߪ
※౲日の়ࢥߪղのϘʖζとなΕΉす
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̏．ͺͣΌに

಍೘ʁ઒໵ָگߏүのʰکΊʱͳͺʃ
研修をͺͣΌるに͍ͪͮて…

「専門学校教育のʲ強みʳとͺʃ」

この໲いに、͍なͪならʹう౶͓Ήすかʃ

※ 3 ෾ؔとΕΉすので、L i v e Q にյ౶くͫ͠い。
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઒໵ָߏのʰکΊʱのঀଈ໚
ʽگү੏ౕ৏のʰکΊʱʾ

ࣙ༟なΩリΫϣϧϞ・दۂ֋൅ʤ非ܧ֪ࣁʥ
ौೊな学Ռ・αʖηઅఈ

ʽଡ༹͵ऀճ的ωʖθ΃のଲԢͳ͏͑ʰکΊʱʾ
ऑंชԿ・ভඇชԿ΃のΠϕϫʖο

৿しい৮ۂωʖθ΃のଲԢ

ʽگү಼༲・گү๏๑のʰکΊʱʾ
৮ۂを目的としͪ教育・学स

৮ۂを通しͪʤघஊとしͪʥ教育・学स

ʽگүଲেのʰکΊʱʾ
リΩϪϱト教育・成ਕの学;௜し ཻ学ਫ਼教育

੪೧غ教育ʤとくにόϱΦリʖト૜ʥ

ຌೖのݜरͲ঱఼
Ν౲ͱΖʰکΊʱ

9

̏．ͺͣΌに
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̏．ͺͣΌに

৮گۂүのکΊʁ઒໵的எࣟΏ֪ࣁखಚのଈ໚
Ҳൢ的に΢メʖζ͠ΗΏすいのが…
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̏．ͺͣΌに

৮گۂүのکΊʁͨΗҐ֐のଈ໚の॑གྷ੓

Ҳ๏で、͍ΉΕ΢メʖζ͠Ηにくいものとして…

̏ɿࣰભ的ͶٽΌΔΗΖඉ೟எ೵ྙ

̐ɿ৮ۂਕͳ͢ͱචགྷ͵Ճ஍؏

̑ɿָसқཋのյ෰

専門学校ਫ਼が֭得し、教ҽଈも॑ࢻしていること。
༹ʓなυʖνでもཬ෉͜が͍Ε、専門学校ならでͺの「強
み」となͮている。

ຌೖのݜरͲ঱఼
Ν౲ͱΖʰکΊʱ
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ซ͘खΕ௒͖ࠬΔ͸༹ʓ͵Ճ஍؏のܙ੔
ϓΟρεϥϱυδ΢ψʖՌଖۂਫ਼

12

έϨΦʖνʖͳ͢ͱのՃ஍؏

༺ෲのυδ΢ϱΏોࡒ、Ϗνʖϱ
のଡ༹なࡑΕ๏Ώ਒Կを೼Ѵし൓
இする。

υδ΢ψʖͳ͢ͱのࣙހ೟ࣟ

ࣙ෾ͺՁを૓Εड़しͪいのか、୯
のͪΌのʹのΓうなෲをਫ਼みड़し
ͪいのか。ࣙހ認識。

ϑζϋη的Ճ஍؏

ʹのΓうなঐ඾にωʖθ
が͍るのか、ʹのΓうな
Ϝʖίットを͸らうのか。

࿓ಉं・ਫ਼ं׈ͳ͢ͱのՃ஍؏

、ְ״き͍い๏、ۜર޴΃のࣆ࢕
Պଔܙ成、ࣙਐのਫ਼活ΏΫϡリΠ
ϕϧϱなʹ。

。通しͪՃ஍観、ҡなるՃ஍観ڠֆΏ৮৖でචགྷと͠Ηるۂ
そΗらを΀Ή͓て、ࣙ෾なΕのՃ஍観をܙ成していくことで、৮ۂ
ਕとしてΏͮていくことができる。

̏．ͺͣΌに
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઒໵ָߏਫ਼のָसқཋの޴৏
ϗϋριگү૱ڂݜ߻ॶ
ʰ઒໵ָߏਫ਼のָसͳਫ਼׈ͶؖͤΖࣰସ௒ࠬʱʤ2 0 17 ೧ʥ

̏．ͺͣΌに
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ซ͘खΕ௒͖ࠬΔ͸ָसқཋのյ෰Ͷͯ͏ͱ

専門学校でॵΌて、ਫ਼きているࣰ״が
͍るΞですʄ

߶校Ήでͺ඲Ճ͠Ηてこなかͮ
ͪࣙ෾の੓֪も、「ݺ੓」とし
て඲ՃしてくΗてࣙ৶にʄ

ࣙ෾が਎しΞできͪভඇชԿ྘Ү・৮ۂ੊ֆで学ぶことのج;
ଡ༹なݺ੓を認Όる学सؔۯ

14

̏．ͺͣΌに
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ʰکΊʱ͗ཀྵմ͠Ηͱ͵͏ʃ

৮ۂ教育としての「強み」をଡ໚的にもつ専門学校

しかしながら、Ҳ໚的な理解が͠Ηがͬ。
「専門学校ͮて֪ࣁଲࡨͻかΕしている΢メʖζが͍ΕΉす͸。」
「専門的なηΫϩͺ߶そうͫ͜Ηʹ、Ԣ用がཤかないのでͺ。」

学校教ҽΏҲൢのਕͺΆとΞʹ、理解していない。
専門学校教ҽࣙਐもਜ਼確に೼Ѵできていないことが
ଡい。

→ʰکΊʱΝޢݶԿ͢گүસରͶൕӫ͢ͱ͏͚චགྷ

̏．ͺͣΌに
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̐ɿຌೖの目的・目標・ߑ੔
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２．本日の目的・目標・構成

ຌೖの目的
〇ଲেの঱఼Կ
「強み」をޢݶԿし教育સରにൕӫしていくචགྷ

・「強み」としての非認知能力の཈成に஥目
・教育のً点となるਕࡒ଀のઅఈに঱点Կ

〇ຌೖの目的
研修સରで、ਕࡒ଀のઅఈと非認知能力のؖܐ

੓の認識、なら;に、そΗらの۫ର的な๏๑をਐ
につ͜ることを目的とする。
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２．本日の目的・目標・構成

ຌೖのߑ੔
ʽ1ؔ࣎目ʤ60෾ʥʾ
ඉ೟எ೵ྙの؏఼Ͳ઒໵ָگߏүの

ʰکΊʱΝ໎֮Ͷ͢ͱ͏͚ͳ͏͑͞ͳ

ʽܞٵʾ

ʽ2ؔ࣎目ʤ110෾ʥʾ
ਕࡒ଀のઅఈͶ

ඉ೟எ೵ྙの؏఼Ν׈༽ͤΖཤ఼ͳ๏๑
ʛඉ೟எ೵ྙのபड़・෾ྪ・ߑଆԿʛ

25



２．本日の目的・目標・構成

1時間目の目的・目標
〇目的
研修を通して、非認知能力を活用していくこと、

学ぶことを、納得してもらうことを目的とする。

〇目標
・非認知能力についての基本的な知識を得る。

・専門学校教育の「強み」を非認知能力の観点か
ら明確にしていくことができること、そのメリッ
トを理解する。
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̑ɿඉ೟எ೵ྙの؏఼Ͳ઒໵ָߏ
ΊʱΝ໎֮Ͷ͢ͱ͏͚کүのʰگ

27



̑．非認知能力の観点で専門学校教育の「強み」を明確にしていく

ඉ೟எ೵ྙͳ͏͑؏఼͖Δݡͱ͏͚
̑ઇでͺ、非認知能力の基本的な知識を͕͓͠な
がら、そうしͪ観点で専門学校教育Ώ、そこで成
ௗしていく学ਫ਼をݡていくことのқٝΏްՎをݡ
ていきΉしΒう。

3 ઇの಼༲
・非認知能力とͺʃ
・非認知能力の観点から能力・成ௗのଡ໚੓を೼
Ѵするということ
・ここΉでの࣯໲と״૟
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̑．非認知能力の観点で専門学校教育の「強み」を明確にしていく

ඉ೟எ೵ྙ΃のؖৼの߶ΉΕ

・2010೧େから、教育ۂֆに͕いて஥目をॄΌている֕೨
なऀճร༲にଲԢするͪΌの「৿しい能力」のචགྷ੓ܻٺ・
・「学力」なʹの認知能力にଲする֕೨として஭目͠Ηてる
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日本生涯学習総合研究所「『非認知能力』の概念に関する考察」から図を引用

ඉ೟எ೵ྙͳͺʃ

非認知能力＝新しい能力

認知能力＝従来型の学力

೟எ೵ྙʁ基ે学力Ώ基ે的な知識・ٗ能、専門知識なʹの଎ΕΏす
い・਼஍ԿしΏすい能力を認知能力

ඉ೟எ೵ྙʁなかなかޢݶԿしにくい・଎Εにくいがݳ৖で॑གྷ͠ࢻ
ΗていͪΕ、ޛࠕのऀճร༲の஦で॑͠ࢻΗていく能力

̑．非認知能力の観点で専門学校教育の「強み」を明確にしていく

※な͕、非認知能力のනݳの࢕๏ͺଡ༹で、৏ىにࣖしͪものҐ֐も͍ΕΉす。

30



※日本生涯学習総合研究所「『非認知能力』の概念に関する考察」から図を引用

֦൅ୣஊ֌ͶԢͣͱགྷ͠ٽΗΖඉ೟எ೵ྙのགྷો

̑．非認知能力の観点で専門学校教育の「強み」を明確にしていく

ඉ೟எ೵ྙͳͺʃ
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̑．非認知能力の観点で専門学校教育の「強み」を明確にしていく

ඉ೟எ೵ྙの؏఼Ν༽͏Ζ͞ͳͲͲ͘Ζ͞ͳ
でͺ、非認知能力の観点を用いると、ʹのΓうな
メリットが͍るのでしΒうかʃ

઒໵ָگߏү͗ؖͤܐΖଡ༹͵೵ྙのޢݶԿ

こΗが、࠹୉のメリット。
いくつかの点についてݡていきΉしΒう。

ʕ৮ۂに͕いてචགྷな能力のଡ໚੓を明確Կ
ʕ専門学校ਫ਼の成ௗに͕͜るଡ໚੓の೼Ѵ
ʕଡ༹な学ਫ਼のಝ௅・ݺ੓の೼Ѵ

32



̑．非認知能力の観点で専門学校教育の「強み」を明確にしていく

৮ۂͶ͕͏ͱචགྷ͵೵ྙのଡ໚੓Ν໎֮Կ

э２のΓうなқ識しにくい能力を明確Կできる
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̑．非認知能力の観点で専門学校教育の「強み」を明確にしていく

઒໵ָߏਫ਼の੔ௗͶ͕͜Ζଡ໚੓の೼Ѵ

の௒理ٗढ़ࡏࣰ
௒理の知識

γʖϑη能力
Ͱく力ـ

ซく力 ો௜͠
αϝϣωίʖεϥϱ能力

कର੓・ࣙक੓
理能力・ཱࣙ੓؇ހࣙ
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̑．非認知能力の観点で専門学校教育の「強み」を明確にしていく

ଡ༹͵ָਫ਼のಝ௅・ݺ੓の೼Ѵ
A͠Ξ
・कର੓・୵ٽৼが߶く࿇स೦ৼ
൥қ識に༑Ηてリʖξʖεッϕも͍るو・
理能力もしͮかΕしている؇ހࣙ・

B͠Ξ
・ಋ੊େ΃のαϝϣωίʖεϥϱ能力が߶い
・οϡϪϱζ੠ਈとࣰߨ力が͍る
理能力に՟ୌ͍Ε؇ހࣙ・

C͠Ξ
・߶ྺं΃のαϝϣωίʖεϥϱ能力が߶い
੓も߶くてਇ໚目״ڠ・
੓に՟ୌが͍るۅ力Ώ੷ߨࣰ・

35



̑．非認知能力の観点で専門学校教育の「強み」を明確にしていく

ϭʖέʁ࣯໲ͳқݡΝͧͽʄ
いかがでしΒうかʃ

・非認知能力とͺʃ
・非認知能力の観点を用いることで、専門学校教
育がؖ࿊する能力のଡ໚੓が೼Ѵできる。

৏ىの点について3ઇでઈ明してきΉしͪ。
「納得しͪʄ」Ώ「Ήͫ、ΚかΕにくい」という
点͍るとࢧいΉす。

理解を਄Ό、қླྀިݡのͪΌに、ここΉでの״૟
と࣯໲を、LiveQにૻͮてくͫ͠いʤ3෾ʥ
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̒ɿگүրવͶඉ೟எ೵ྙの
؏఼Ν͖͢׈ͱ͏͚

37



̒．教育րવに非認知能力の観点を活かしていく

ඉ೟எ೵ྙの؏఼の͖͢׈๏

非認知能力の観点を用いることで…

઒໵ָگߏү͗ؖͤܐΖଡ༹͵೵ྙのޢݶԿ͗Ն೵

〇3ઇのϛ΢ϱφ

〇̒・̓ઇのϛ΢ϱφ

Կすることのメリットとͺʃޢݶ

4ઇʁگүրવͶ׈༽Ͳ͘Ζ
5ઇʁऀճ的඲Ճの޴৏Ͷͯ͵͗Ζ
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̒．教育րવに非認知能力の観点を活かしていく

のϛ΢ϱφ༼׈үրવ΃のگ
非認知能力の観点で、専門学校にؖΚるଡ༹な能
力をޢݶԿすることを通して、教育րવとして、
ҐԾがغଶできΉす。

〇ਕࡒ଀のઅఈ・۫ରԿのրવ 目にѽいΉすؔ࣎2

〇گү՟ఖฦ੔のրવ

〇दۂの目標અఈのրવ

〇ָस඲Ճのրવ

39



̒．教育րવに非認知能力の観点を活かしていく

үրવの۫ର的͵ཤ఼・๏๑Νஎͮͱ͏͚گ
教育րવを਒Όることのメリットとͺʃ
A઎ਫ਼ߏ઒໵ָܧޭ؏

非認知能力を用いることで、学
Ռとして཈成しͪいਕࡒ଀が۫
ର的になΕ、教ҽؔでもθϪが
なくなΕΉしͪʄ

৚ๅܧ઒໵ָߏB઎ਫ਼

ਕࡒ଀が明確Կするので、教育
՟ఖฦ成җҽճでも、ۂ・ۂة
ֆଈと、චགྷとするਕࡒ・能力
について༙ӻな٠࿨ができΉす。

ΰʖϞ・CGܧ઒໵ָߏC઎ਫ਼

दۂでの౺ୣ目標で、専門的η
ΫϩҐ֐の能力をࣖすことがで
き、教ҽ・学ਫ਼ともにқ識Կで
きͪとࢧいΉす。

ξϱηܧ઒໵ָߏD઎ਫ਼
「αϝϣωίʖεϥϱが๝かに
なͮͪ͸」、「ࣙހ؇理能力が
ついͪ͸」なʹ学ਫ਼の学;をଡ
໚的に඲ՃすることができるΓ
うになΕΉしͪ。

э۫ର的な๏๑をਐにつ͜、րવに活かしていくʄ
40



̓ɿऀճ的඲Ճの޴৏Ͷ
ඉ೟எ೵ྙの؏఼Ν͖͢׈ͱ͏͚
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̓．ऀճ的඲Ճの޴৏に非認知能力の観点を活かしていく

ऀճ的඲Ճの޴৏のϛ΢ϱφ
非認知能力の観点で、専門学校にؖΚるଡ༹な能
力をޢݶԿすることを通して、ऀճ的඲Ճの޴৏
として、ҐԾがغଶできΉす。

〇ࣙਐのָߏ・ָՌの੔ՎのՆࢻԿ
・म৮ིΏ֪ࣁख得ིҐ֐の成ՎをՆࢻԿできる。
・学Ռの「強み」をۂةΏ߶校ଈにΠϒʖϩできる。

〇ָ΄Ζ͞ͳ・੔ௗͲ͘Ζ͞ͳの΢ϟʖζ
・߶౵教育ؖؽ΃の਒࿑મ୔に͕いて、ޛࠕ、「ࣙ෾がʹ
う成ௗできるのか」が୉ࣆなϛ΢ϱト。
・ࣙ෾の成ௗ΢メʖζがΚかΕΏすくなる。
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̓．ऀճ的඲Ճの޴৏に非認知能力の観点を活かしていく

ऀճ的඲Ճ޴৏のͪΌの۫ର的͵๏๑
非認知能力の観点でυʖνを活用すると…

ʽK学Ԅのྭࣆʾ
非認知能力の観点でのқ識௒ࠬをࣰࢬ。೘学࣎点とଖۂ

。…うことでߨ௒ࠬとのർֳをࠅ点での௒ࠬർֳ、સ࣎

ʕ2೧ؔの教育を通ͣての成ௗをυʖνに基ͰきՆࢻԿ
ʕસࠅർֳでのK学Ԅの成ௗౕをυʖνに基ͰきՆࢻԿ

「K学Ԅ˝˝学Ռでͺʽ˜˜ʾ力の৵;が強みʄ」
「સࠅർֳでK学Ԅのʽ˖˖ʾ力ͺ߶いʄ」

なʹのΠϒʖϩがՆ能に

э๏๑を知ͮて、ऀճ的඲Ճを޴৏ͦ͠ていくʄ
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目のΉとΌؔ࣎1

ϭʖέʁ࣯໲ͳқݡΝͧͽʄ
いかがでしΒうかʃ
非認知能力の観点を用いることで

・教育րવに活かすことができる
・ऀճ的඲Ճの޴৏につながる

৏ىの点について̒・̓ઇでઈ明してきΉしͪ。
「納得しͪʄ」Ώ「Ήͫ、ΚかΕにくい」という
点͍るとࢧいΉす。

理解を਄Ό、қླྀިݡのͪΌに、ここΉでの״૟
と࣯໲を、LiveQにૻͮてくͫ͠いʤ3෾ʥ
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1時間目ͺ͞ΗͲश྅Ͳͤɽ
10෾間のܞٵのޛɼ2時間目ͳ͵
ΕΉͤɽ
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2ৎ৑৯
非認知能力のྴল؞ীథ؞ଡୗ৲

1

47



48



2ৎ৑৯のଡਛ

2

मगीに؝ڭ

୘ਛするয౫൸から非認知能力をྴলするऒधのਔ௡؝ڮ

ଡୗ৲の্১؞ীథ؞学ఐद୘ਛする非認知能力のྴল؝گ
を知るصহ୻ງஂをৢखथص

ॡشীథに関するড؞非認知能力のྴল؝ڰ

ॡのુથधੰହشড؝ڱ

য౫൸の੔にँるुの؞୘ਛ൸؟ऽधी؝ڲ

49



मगीに؝ڭ

学ૅق学ఐكद৯੐す「য౫൸」म
఻৬৲औोथःऽすかء

3
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मगीに؝ڭ

؞؞؞୻इय؞
学ૅの「ઇ୘৯ఏ」ृ「୘ਛするয౫൸」
৥ધ৲औोथमःるऐनؚܒ
ྴ଴৓दॖওش४खतらः؛؞؞؞

具体的な言葉として表現しにくい！

4
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मगीに؝ڭ

ઇ୘৯ఏ؞
୘ਛするয౫൸

学ఐ؞॥ش५の
ढ़জय़গছ঒

଻શの౸঵؞ৰ習

َ଻શभ౸঵ृৰಆ॑ৢしてؚनभेअな
য౫॑୘てञいभऊُءऋਔ௙しृघくなॊ؛

5
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2ৎ৑৯のง୸৯ఏ
学ఐद୘ਛするয౫൸を఻৬৲खथःऎञ؝ڭ
ीの非認知能力のྴলをするऒधのਔ௡にणः
थ৶ੰする

؞ীథ؞学ఐद୘ਛする非認知能力のྴল؝ڮ
ଡୗ৲の্১を৶ੰदऌるेअにऩる

ীథ؞ॡをৢगथؚ非認知能力をྴলشড؝گ
するञीの५य़ঝをମにणऐらोるेअにऩる

6
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୘ਛするয౫൸から非認知能力؝ڮ
をྴলするऒधのਔ௡

7
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DP

学ఐの
५টشफ़থ

੫঵؞঵ੀ
ॽش६

৾ఐद୘ਛघॊశੳੴચৡभూବにँॊुभ
عफ़থभघॉ়ॎचش६ؚ৾ఐ५টش঵ੀॽ؞DPؚ੫঵ع

৾ఐद୘ਛघॊसऌ
َశੳੴચৡُ

8
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๽の目ͤࢨ৮Ͷ͞のदۂ
ͺқັ͗͵͏Γ͑͵͗ـ
͢Ήͤɽ͵ͧ͞ΗΝָͻ
͵͚ͱͺ͏͜͵͏の͖ɼ
Γ͚Κ͖ΕΉͦΞɽ

ͨΗͺ・・・ʤࢴ΍ࣰͺ
ͬΎΞͳઈ໎Ͳ͘͵͏ʥɽ
ͲΏΖΓ͑Ͷ݀Ήͮͱߏָ
͏ΖΩϨΫϣϧϞ͖ͫΔɼ
ͳΕ͍͓ͥदۂΝण͜ͱ
࿇स͢ͱ͚ͫ͠͏ɽ

৾ఐद୘ਛघसऌৡ॑言ୁ৲しྴলदऌていないとؚ
૚౸঵द੷ीैोॊৡृؚ౸঵भ૑ਏਙ॑ેীにହ৥दऌない！

DPؚ঵ੀॽش६ؚ学ఐ५টشफ़থऋすॉ合ॎऔोङؚ
୘ਛすसऌ力ऋ学ఐ৑दુથऔोऩःध؞؞؞

9

56



͍͵ͪの目ͤࢨ৮ۂͲͺɼ˕˕ྙ
ΌΔΗΉͤɽ˕˕ྙΝͯ͜Ζٽ͗
ͪΌͶͺɼːːːのٗ೵の܃Εศ
͢の࿇स͗ٽΌΔΗΉͤɽ͞のद
ΖՌ目Ͷ͓گΝેخͺːːːのۂ
͵ͮͱ͏Ήͤɽ͖ͫΔɼ͍͵ͪͶ
΍චགྷ͵दۂɽ͖ͮ͢Εण͜ͱ͚

ͫ͠͏͸ɽ

͵ΖΆʹ・・・
୉ࣆ͵࿇स͵のͫͳ෾͖Ε
Ήͪ͢ɽ͗ΞͻΕΉͤʄ

৾ఐद୘ਛघसऌৡとभঢ়બदؚ
ఐ৯भ੎ਏਙृઇइॊੴ௙ૼ؞ચ؞ଙ২भ੎ਏਙ॑

ହ৥दऌॊ！

学ఐद୘ਛすसऌ非認知能力ऋ
੉ୁ৲औोؚତ৶औोるध…

10
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非認知能力ऋ੉ୁ৲؞ତ৶औोथःऩःध؞؞؞

৾ఐभ५টشफ़থभਔ௡मؚقな॒となくك
৶ੰदऌていॊऐनؚஎभ౸঵दमन॒なৡ
॑୘ਛघसऌなभऊؚनभ৖ী॑૿ढていॊ
भऊमؚਫઉठू॒とअऽく言इない
な؞؞؞

৾ఐभ५টشफ़থにஅऽोॊৡऋତ৶दऌていないとؚ
ঽମभ౸঵と५টشफ़থभঢ়બऋৄइにくい

11
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本学ఐदम「ٳٳ」力をମにणऐऔचるのऋ०ش
ঝदؚऒの౸঵दम「ٳٳ」力のঋش५にऩる
「力ٺٺ」؛を୘ਛするञीの౸঵टऩ「力ٺٺ」
のඃ੭をরੱにखञ౸঵ੑ઺をয়थोयःः॒टآ

৾ఐ५টشफ़থと୘ਛघसऌశੳੴચৡभঢ়બऋ
ତ৶दऌॊと؞؞؞

३ছং५भ੿ਛृؚ౸঵ੑ઺にु૽にয়ण！
12
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ऩछ非認知能力ऋ੎ਏかء
• 「૙঵ઇ୘」をઁऎኇइथःऎञीの௴ਡधखथ

ٕ௧୅学ૅदのઇ୘मؚ౐に「知௙」ृ「ૼ୒」のିোदमऩः

௧୅学ૅઇ୘のਘाधखथの「非認知能力」
を生かखथःऎآ 13
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学ఐद୘ਛする非認知能力の؝گ
ྴল؞ীథ؞ଡୗ৲の্১を知る
صহ୻ງஂをৢखथص

14
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୘ਛघॊয౫൸とभঢ়બदశੳੴચৡ॑ྴল؞ীథし
ଡୗ৲घॊञीभ੎ਏな੿঵ع

学ఐद୘ਛखञःधઓअ非認知能力のྴল

非認知能力を঺ভয੦ຊ৓ऩ力
૙঵௧୅৓ऩ力にীథ؞

非認知能力のଡୗ図を੿ਛ

本日のডشॡदৰ઱する੿঵

15
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হ୻ງஂの概ਏ؞৯৓
঍ॸঝঈছॖॲঝ௺学ఐ؞஖ઍ௺学ఐにඳਡをਊथथؚ
૚学ఐऋ୘ਛखञःधઓअয౫൸を৥ન৲するञीのॶش

ঝ৫৅のञीの৹ਪをৰ઱

৹ਪをৢखथ非認知能力をྴল؞ীథ؞ଡୗ৲をするञी
のॶشঝ৫৅をৰ઱

৹ਪৰ઱ૅभశੳੴચৡभྴল؞ীథ؞ଡୗ৲উ
ট७५भহ୻ງஂ॑ৢしてؚডشॡभॖওش४॑

੅ढていञटく
16
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হ୻ງஂ⋇
عभৃ়كOICقળ৛ੲਾঅ४ॿ५৾੹঍ॸঝঈছॖॲঝ৾ఐع

ٛ「ઓःをかञठにする力」にஅऽोる非認知能力をྴলٜ

表現ৡؚ௴௄ৡؚੈ৹ਙؚ
ಞઉऔؚඐ໥औ

঍ॸঝঈছॖॲঝ঵ੀয౫の୘ਛにँञढथ
َઓい॑ऊञठにघॊৡُを学ఐ५টشफ़থにਝ৒

学ఐऋ್इるୖ਻
「ઓःをかञठにする力」の୘ਛの૔ॉ্をઇ৩৑दःかにુથするかء

17
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ྴলखञ非認知能力のীథधजのਔ௡ع
૙঵௧୅৓ડએध঺ভয੦ຊ৓ડએع

• ૙঵௧୅的ડએ
जの঵ੀद੷ीらोる્થの非認知能力

୻ك਀ਠ力؟उ௢஘のুଌधऩるق঍ॸঝ঵ੀك
उ௢஘のઓः๜ःथःるऒधを౰লするقঈছॖॲঝ঵ੀك

• ঺ভয੦ຊ的ડએ
঵ੀに଒らङ঳ಹ৓ऩ঺ভযにऩるञीに૑ਏऩ非認知能力

୻ك਀ਠ力؟঺ভযधखथのँるங২のਞാः

঵ੀযにऩるञीに૑ਏऩ非認知能力ؚ঺ভযにऩるञीに
૑ਏऩ非認知能力धにীథするऒधदؚनの౸঵दनのડએの
୘ਛをखथःऎقਠ૔खथःるكのかをତ৶するऒधऋ૭能آ

18
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නྙݳ ৮ۂ઒໵的ʁ
ֆʥۂのघଏとなるʤϙτϩ༹ٮ͕・
ֆʥۂいඵいていることをԍड़するʤϔϧ΢ξϩࢧの༹ٮ͕・
ऀճਕેخ的
・ऀճਕとしての࠹ఁݸのݥـい

˗
ʕ

ྙࡱ؏ ৮ۂ઒໵的ʁ
・Ҳॢの͍いͫにいかに༹͕ٮの࣏のߨಊにـͰ͜るかʤϙτϩۂֆʥ
・Ҳਕの༹͕ٮとのؖΚΕのなかでـͰ͜る਼ݺをいかにଁΏすかʤϔϧ΢ξϩۂ
ֆʥ
ऀճਕેخ的ʁ
・ऀճਕとしての࠹ఁݸの観ءࡱ

˗
ʕ

௒੓ڢ ৮ۂ઒໵的ʁ
・੻೜、ༀׄ認識、݃ՎがٽΌらΗるなかでകう΄きڢ௒੓ʤϙτϩ・ϔϧ΢ξ
ϩʥ
ऀճਕેخ的ʁ
・ऀճਕとしての、ಋͣ目標に޴かͮてۂࡠをするοʖϞϭʖέ

˗
˗

ห͠ۊ ৮ۂ઒໵的ʁ
・ஏಕにαςαςとࢢࠉ的なಉき๏ができるかʹうか。ʤϙτϩ・ϔϧ΢ξϩʥ
ऀճਕેخ的ʁ
日غをगる、ड़ܿ、Ϫϛʖトؔ࣎・

˗
˗

ો௜͠ ऀճਕેخ的ʁ
ΚΗͪことをͬΎΞとΏるかʹうかݶ・ ʕ

৾ఐऋ୘ਛघॊয౫൸にஅऽोॊశੳੴચৡभྴলとীథ
كOICق

19
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૙঵௧୅的ચৡとしてभَ表現ৡُ

૙঵௧୅৓能力धखथの「௴察力」

૙঵௧୅৓能力धखथの「ੈ৹ਙ」「ඐ໥औ」

঺ভয੦ຊ力धखथの
「ੈ৹ਙ」「ඐ໥औ」「ಞઉऔ」「਀ਠ力」「௴察力」

Ԣ用

基ે

৾ఐऋ୘ਛघॊয౫൸にஅऽोॊ
శੳੴચৡभଡୗ௕قOICك

20
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非認知能力をଡୗ৲するऒधのਔ௡

DPधのऱु؛学ఐのয౫൸を৥ન৲दऌる؝ڭ
तऐにणःथुਫ਼ୈ૭能にऩる

学生にৌखनの౸঵दनの力をମにण؟ઇ৩؝ڮ
ऐऔचるかॖওش४खृすऎऩる

नの力をମにणऐるऒधऋ੎ਏऩのか؟学生؝گ
をॖওش४खृすऎऩる

21
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శੳੴચৡभଡୗ৲भਔ௡گ؞ڮقभଓଌك
ع学生にधढथのওজॵॺ؞ઇ৩ع

ੈ৹ਙऋৈくؚ
ඐ໥दुँॊ

A͠Ξ

ঐॖঌش५टऋؚ
ಞઉऔऋँॊ

B͠Ξ

॥঑গॽॣش३ঙথ
मౙুटऋؚ௴௄ৡ

ऋँॊ

C͠Ξ

ઇ৩ડ؟ো৾ৎਡद੅णశੳੴચৡ॑঱੶भेअにཔ඼दऌॊとؚ૚৾ে
जोझोभ୘ਛୖ਻॑ৄणऐृघくなॊ！

৾েડ؟ো৾ৎਡदभశੳੴચৡ॑པ඼दऌॊऒとदؚ૔৾॑ৢगてঽী
ऋनोटऐਛশदऌञऊ॑અइृघくなॊ！

22

ʽ೘ָ時఼Ͳのָਫ਼のऀճਕેخ的ඉ೟எ೵ྙΝ
ҐԾのྭのΓ͑Ͷ೼ѴͤΖ͞ͳ͗Ͳ͘Ζʾ
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হ୻ງஂ⋈
عभৃ়كYICق௧୅৾ૅ஖ઍఐشॸॕشYIC਎੃অগع

َ಺૙しञै஖ઍప3ফ৯ُにஅऽोॊశੳੴચৡ॑ྴল

表現ৡؚ॥঑গॽॣش३ঙথৡؚ
ਞतくৡؚฑໞਙ

஖ઍ঵ੀয౫の୘ਛにँञढथ
َ಺૙しञै஖ઍప3ফ৯ُを学ఐ५টشफ़থにਝ৒

学ఐऋ್इるୖ਻
नのेअऩ力をମにणऐऔचञら「಺૙खञら஖ઍప3ফ৯」

の૾ଙधःइるかء

23
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ྴলखञ非認知能力のীథ
ع૙঵௧୅৓ડએध঺ভয੦ຊ৓ડએع

• ૙঵௧୅的ડએ
जの঵ੀद੷ीらोる્થの非認知能力

• ୻ك਀ਠ力؟
ঽীのই॓ॵ३ঙথृਗৄऩनঽらのྟ力を਀ਠするऒधऋदऌる力
ঽীऋ੿ढञঊ॔५ॱॖঝをؚిજにউঞ८থॸش३ঙথする力

• ঺ভয੦ຊ的ડએ
঵ੀに଒らङ঳ಹ৓ऩ঺ভযにऩるञीに૑ਏऩ非認知能力
୻ك਀ਠ力؟
१টথق಺૙ൌ஦੔كのಂ஦৿ਃऩनをిજに஽सるऒधऋदऌる力

24
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නྙݳ ৮ۂ઒໵的ʁ
ࣙ෾のϓΟッεϥϱΏݡ֐なʹࣙらのຳ力をනݳすることができる力
ࣙ෾がͪͮࡠϖΠην΢ϩを、న઀にϕϪκϱτʖεϥϱする力
・ऀճਕેخ的
γϫϱ΃のࢦ๮ಊؽなʹをన઀にफ़΄ることができる力

˗
ʕ

αϝϣω
ίʖεϥ
ϱྙ

৮ۂ઒໵的ʁ
Εなޣていることをͮࢧのགྷ๮をしͮかΕϐΠリϱήしͪう͓で、૮घの༹ٮ͕
くण͜೘Ηる力、ޣΕなくこͬらの఑Ҍをఽ͓る力。
ऀճਕેخ的ʁ
・ଠंの࿫をしͮかΕซくことができる力

˗

ʕ
Ͱ͚ྙـ ৮ۂ઒໵的ʁ

౶͓のないことにଲし、͓ߡをࣆ観的に෼ٮ。していく力ࡱಊを観ߨの༹ٮ͕・
てࣙ෾で՟ୌを൅ݡしていく力。
・઎ഒのしているۂࡠをݡて、ࣖ͠ࢨΗる઴に࣏ՁがٽΌらΗるかをۅݡΌ、ߨ
ಊする力。
ऀճਕેخ的ʁ
ഓΕـ・の目ഓΕݸఁ࠹・

˗
˗

ौೊ੓ ৮ۂ઒໵的ʁ
ࣙ෾のܿ点をࢨఢ͠Ηͪときにો௜にण͜ࢯΌ、րવしていくことができる。న
Ԣしながら、ࣙ෾のқݡもఽ͓ていく力。
ऀճਕેخ的ʁ
・ଠंのࣖࢨにો௜にॊう力。

˗
˗

৾ఐऋ୘ਛघॊয౫൸にஅऽोॊ
శੳੴચৡभྴলとীథقYICك

25

ΤΥʖφ
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૙঵௧୅的ચৡとしてभ
َ表現ৡَُ॥঑গॽॣش३ঙথચৡُ

૙঵௧୅的ચৡとしてभ
َਞतくৡَُฑໞਙَُੈ৹ਙُ

঺ভয੦ຊ৓
「ੈ৹ਙ」「ਞतऎ力」「ฑໞਙ」「॥঑গॽॣش३ঙথ能力」

৾ఐऋ୘ਛघॊয౫൸にஅऽोॊ
శੳੴચৡभଡୗ௕قYICك

基ે

Ԣ用

26
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学ఐऋ୘ਛするয౫൸にஅऽोる非認知能力のଡ
ୗ図を੿ਛするਔ௡ص੫঵धの৴௚のअइदص

27

ৰಆ੔भ੫঵にؚ৾ఐऋ୘ਛしていॊৡ્ؚ؝ڭ
に੎ଳしていॊৡम୦なभऊହ৥しृघくなॊ
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A
१টথ

B
१টথ

C
१টথ

঺؞਀ਠ力 س
૙؞਀ਠ力 س ٵ
঺؞॥঑গॽ
३ঙথ能力شॣ ٵ ٵ ٵ
૙؞॥঑গॽ
३ঙথ能力شॣ ٵ ٵ ٵ
঺؞ਞतऎ力 س س
૙؞ਞतऎ力 ٵ
঺؞ฑໞਙ ٳ ٳ ٳ
૙؞ฑໞਙ س

学ఐऋ୘ਛする非認知能؝ڮ
力を੦૆にؚ૚੫঵ق१ট
থكऋनの力を੎ଳखथःる
かకの図のेअにତ৶दऌる

28

学ఐऋ୘ਛするয౫൸にஅऽोる非認知能力のଡୗ図を੿
ਛするਔ௡ص੫঵धの৴௚のअइदص

૚੫঵ऋ੷ीॊৡभુৢඨ
॑ତ৶दऌؚ੫঵ॽش६॑౷
ऽइञढ़জय़গছ঒ౣਛ॑અ
इॊにँञढて૽য়ण！
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হ୻のऽधी
عীథखؚଡୗ৲する؞୘ਛする非認知能力をྴলع

学ఐद୘ਛखञःधઓअ非認知能力のྴল

非認知能力を঺ভয੦ຊ৓ऩ力
૙঵௧୅৓ऩ力にীథ؞

非認知能力のଡୗ図を੿ਛ

29
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非認知能力のྴলधীథに関؝ڰ
するডشॡ

3 0
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ডشॡの৯৓
• 学ఐदਈु੎ଳする非認知能力をڭण଱ऑथः
ञटऌؚजोを૙঵௧୅৓ط঺ভয੦ຊ৓ડએ
にীథするऒधをৢगथؚ学ఐद୘ਛする非認
知能力धम୦かにणःथؚ学ఐ৔दુથदऌる
ेअにऩる؛

3 1
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عীథしؚଡୗ৲घॊ؞୘ਛघॊశੳੴચৡ॑ྴলع

学ఐद୘ਛखञःधઓअ非認知能力のྴল

非認知能力を঺ভয੦ຊ৓ऩ力
૙঵௧୅৓ऩ力にীథ؞

非認知能力のଡୗ図を੿ਛ

ຌೖのϭʖέ
णの能力ڭ
に๮ढथ

3 2
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ডشॡの૴ो
উद੶োشॺをॢঝشॡ३شড؝ڭ ك20ীق

非認知能力のীథ਀を੶ো؝ڮ ك20ীق

ଦഘৱમ
ःङोुॢঝشউद1ූङण
ॺ1ූشॡ३شড؞
ූڭ非認知能力ীథ਀؞

ଓଌৱમ1قয1ූك
16のਏಞの図؞
४਀شOIC,YICの非認知能力ীథ਀धYICৃએॖও؞

3 3
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؛ॺ⋇に੶োしऽしॆअشॡ३شਰৣभ৔ઍ॑ড؝ڭ

णங২଱ऑथऎڱعڰ学ఐद੎ଳखथःる非認知能力をكڭق
टऔः؛

૞考؟日本生涯学習総合研究所ऋ઀ંखथःる16の非認知能力ਏಞ

ण๮ढथऎटऔڭजのরदुؚਈु੎ਏऩ非認知能力をكڮق
ः؛

द଱ऑञ非認知能力ऋਈु੎ਏदँる৶૓にणःكڮقكگق
थ఻৬୻をઐइथ੶஽खथऎटऔः؛

3 4

81



ডشॡ३شॺのॖওش४
ডشॡ३شॺ
学ఐ ੽੡

ء学ఐद੎ଳする非認知能力म؝ڭ

ءਈु੎ਏटधઓॎोる非認知能力म؝ڮ

द਄ॉँऑञ非認知能力ऋ੎ਏदँるڮ؝گ
৶૓मقءਠৃद੷ीらोるষ৿ऩनध引ऌ
હऐथك

3 5
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ॺ॑ुとにَశੳੴચৡभীథشॡ३شড؝ڮ
表ُ॑੿ਛしऽしॆअ؛

⋇঳୞঱のষに਄ॉ঱ऑञ非認知能力੡を੶ো

吮঺ভয੦ຊ৓ડએؚ૙঵௧୅৓ડએをजोझो੶ো

3 6

83



ٳٳٳ ૙঵௧୅的ડએ

঺ভয੦ຊ的ડએ

శੳੴચৡभীథ表भॖওش४

37
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૞અ؟঩মেၺ৾ಆ੕়ଢ଼஢ਚऋ઀ંしていॊ16भశੳੴચৡਏಞ

38
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39
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੶ো୻؟ৰ੠भ現ৃद੷ीैोॊৡ॑અइॊقYICभহ୻؞
૙঵௧୅的ડએेॉك

නྙݳ ͍るۂةでͺ、InstagramϓΧϫϭʖ1000ਕҐ৏といͮͪ
ড়݇をέリΠしていないとԢูできないとこΘも͍る。3೧
目のඔ༲ࢥなら、൅৶力もٽΌらΗる。

αϝϣωίʖεϥϱ
ྙ

「म৮しͪらඔ༲3ࢥ೧目」にٽΌらΗること・・・
をしͮかΕϐΠリϱή・ΩΤϱιـのགྷ๮するฉҕ༹ٮ͕

リϱήし、そのう͓でαϱγϩτʖεϥϱ、ޛ࠹にঐ஌とし
てέϫʖζϱήͦ͠るචགྷが͍る。ΩΤϱιリϱή力が߶い
ということͺ、ജΕ৏͝が߶いということ。

෉͚ྙـ • ઎ഒのしているۂࡠをݡて、ࣖ͠ࢨΗる઴に࣏ՁがٽΌ
らΗるかをۅݡΌ、ߨಊする力。

ौೊ੓ γϫϱのΏΕ๏にौೊにଲԢすることがٽΌらΗる。
௒੓ڢ ઎ഒ、৏࢚のݶཁをો௜にण͜ࢯΌる

4 0
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ডشॡのુથधੰହ
ॢঝشউ৑दؚ੿ਛखञ非認知能力のীథ਀に
णःथؚ৅਀खऽखॆअ؛

4 1
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য౫൸ؚચৡ൸भਝ৒भ੔にँॊुभ
كऽとीق
• ୘ਛする能力൸の৥ન৲ڀয౫൸の৥ન৲
非認知能力षのା৯

৲૚౸঵にउऐるง୸৯ఏの৥નٴ
学生のো学ৎの能力ऋ෮঵ৎにनऒऽद୦ऋಇलञかのٴ
௬੼のৰਠ

学生のঞঋঝにૢगञ能力୘ਛऋ૭能ٴ
੫঵धの৴௚ৰ習にउऐる学ఐの୘ਛする能力ؚ੫঵ऋٴ
੷ीる能力のすॉ合ॎचに૽য়ण

4 2
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令和3年度「職業実践専門課程等を通じた専修学校の質保証・向上の推進」
（２）教職員の資質能力向上の推進①効果的な教育成果②教職員研修プログラムの構築

学習評価（非認知能力）研修プログラム
令和4年3月

一般社団法人 全国専門学校教育研究会
〒107-0062 東京都港区南青山2-2-15 ウイン青山1403

●本書の内容を無断で転記、掲載することは禁じます。




